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一　

は
じ
め
に

　

宗
教
学
や
日
本
民
俗
学
が
説
く
よ
う
に
、
死
者
の
な
か
で
も
、
戦

死
者
は
特
別
な
死
に
方
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
横
死
者
で
あ
り
、

あ
る
い
は
御
霊
や
荒
魂
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て

伝
統
的
に
は
、
こ
う
し
た
戦
死
者
に
対
し
て
は
、
特
別
な
祭
祀
が
必

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
、
明

治
二
年
六
月
に
創
建
さ
れ
た
東
京
招
魂
社
（
後
の
靖
国
神
社
）
に
は
、

近
代
日
本
に
お
け
る
全
国
の
戦
死
者
が
「
カ
ミ
」
と
し
て
祀
ら
れ
、

そ
の
祭
祀
（
慰
霊
）
形
態
を
象
徴
的
に
体
現
す
る
、
典
型
的
な
慰
霊

施
設
と
な
っ
た

（
（
（

。

　

こ
の
靖
国
神
社
を
め
ぐ
っ
て
は
、い
わ
ゆ
る
「
靖
国
問
題
」
と
し
て
、

マ
ス
コ
ミ
を
騒
が
し
て
い
る
が
、
近
代
日
本
に
お
け
る
戦
死
者
祭
祀

の
問
題
を
語
る
場
合
、
往
々
に
し
て
一
般
に
議
論
の
対
象
と
な
る
の

は
、
日
清
・
日
露
戦
役
以
来
の
、
対
外
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
祭
祀

の
問
題
で
あ
る
。
当
然
、
そ
の
戦
死
者
の
数
か
ら
し
て
も
、
ま
た
そ

の
社
会
的
な
影
響
力
か
ら
し
て
も
、
対
外
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
祭

祀
の
問
題
は
、
つ
ね
に
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、「
靖
国
問
題
」

も
、
直
接
的
に
は
こ
の
枠
内
で
議
論
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
代
日
本
は
幕
末
維
新
期
の
戊
辰
の
内
戦
で
幕

を
開
け
、
国
家
に
よ
る
祭
祀
の
対
象
、
つ
ま
り
既
述
の
東
京
招
魂
社

の
祭
神
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
内
戦
に
お
け
る
「
官
軍
」
た
る
政
府

軍
戦
死
者
で
あ
っ
た
。
一
方
の
「
賊
軍
」
で
あ
る
反
政
府
軍
戦
死
者

は
、
一
般
に
そ
の
祭
祀
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実

際
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
議
論
の
枠
外
に
置
か
れ
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
日
本
人
同
士
が
相
戦
っ
た
内
戦
か
ら
の
視
点

が
欠
落
し
て
い
て
は
、
そ
も
そ
も
、
戦
死
者
祭
祀
に
関
す
る
議
論
は
、

全
く
そ
の
意
味
を
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
近
代
日
本
の

戦
死
者
に
対
す
る
国
家
の
姿
勢
は
、
こ
の
内
戦
に
お
い
て
形
作
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
国
家
に
よ
る
祭
祀
の
対

近
代
日
本
と
戦
死
者
祭
祀

今

井

昭

彦
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象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
、
内
戦
に
お
け
る
反
政
府
軍
政
死
者
の
祭
祀

と
、
そ
れ
以
後
の
対
外
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
の
祭
祀
の
問
題
と
を

区
別
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
と
く
に
戦
死
者
祭
祀
上
の
「
カ
ミ
」
と

「
ホ
ト
ケ
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

二　

内
戦
に
お
け
る
反
政
府
軍
戦
死
者
の
祭
祀

　

近
代
日
本
に
お
い
て
、
賊
軍
と
さ
れ
た
反
政
府
軍
戦
死
者
は
、
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
。
こ

の
答
え
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
政
府
軍
戦
死
者
祭
祀
へ
の
有

益
な
問
題
提
起
を
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
、

見
て
み
た
い
。

　
「
戊
辰
戦
役
の
天
王
山
」
と
い
わ
れ
た
、
会
津
戊
辰
戦
役
（
慶
応
四

年
八
月
～
明
治
元
年
九
月
）
に
お
い
て
、
会
津
落
城
後
、
会
津
藩
士
ら

三
〇
〇
〇
名
の
東
軍
（
反
政
府
軍
）
戦
死
者
の
遺
体
は
、西
軍
（
政
府
軍
、

戦
死
者
は
約
三
〇
〇
名
）
か
ら
そ
の
埋
葬
が
許
可
さ
れ
ず
、
会
津
城
下

の
路
傍
に
打
ち
捨
て
ら
れ
、
犬
や
猫
の
死
体
と
同
様
な
扱
い
を
受
け

て
い
た
。
と
く
に
飯
盛
山
の
白
虎
隊
士
の
遺
体
の
一
部
は
、
そ
の
惨

状
に
涙
し
た
農
民
に
よ
っ
て
一
旦
埋
葬
さ
れ
る
も
、
西
軍
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
再
び
掘
り
返
さ
れ
て
、
野
に
投
棄
さ
れ
る
と
い
う
あ

り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
会
津
藩
有
志
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
西
軍

か
ら
寺
院
へ
の
埋
葬
許
可
が
出
る
ま
で
、
約
半
年
間
の
歳
月
が
必
要

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
作
業
は
、
罪
人
と
同
様
の
扱
い
で
、
被
差

別
民
が
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
城
下
に
は
西
軍
墓
地
（
融
通
寺
、

現
東
明
寺
）
が
直
ち
に
造
営
さ
れ
、
東
京
九
段
に
は
、
全
国
の
西
軍

戦
死
者
三
五
八
八
名
を
ま
ず
祀
る
東
京
招
魂
社
が
、
明
治
二
年
六
月

に
創
建
さ
れ
て
い
る
。
当
初
の
そ
の
例
大
祭
は
、
い
ず
れ
も
「
賊
軍

降
伏
日
」
を
あ
て
て
い
る
。
こ
の
点
を
と
っ
て
み
て
も
、
同
社
の
意

図
す
る
と
こ
ろ
は
読
み
取
れ
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
全
国
の
東
軍
戦

死
者
は
、
国
家
に
よ
る
祭
祀
の
対
象
か
ら
全
く
除
外
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。「
戊
辰
戦
役
朝
敵
の
巨
魁
」
と
し
て
の
会
津
藩
士
は
、
そ

の
死
者
ま
で
も
、
薩
長
ら
の
新
政
府
か
ら
徹
底
的
に
憎
ま
れ
、
ま
た

干
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
遺
体
を
埋
葬
さ
せ
な
い
と
い
う
行
為

は
、
会
津
に
お
け
る
ほ
ど
冷
酷
で
は
な
い
に
し
て
も
、
慶
応
四
年
の

上
野
戦
争
で
の
戦
没
彰
義
隊
士
二
六
〇
余
名
の
場
合
や
、
明
治
二
年

の
己き

巳し

戦
役
（
箱
館
戦
争
）
に
お
け
る
、
東
軍
戦
死
者
約
八
〇
〇
名

の
場
合
で
も
、
確
認
で
き
る

（
（
（

。

　

会
津
に
お
い
て
東
軍
戦
死
者
の
墓
所
と
な
っ
た
の
は
、
阿
弥
陀
寺

（
浄
土
宗
）
と
長
命
寺
（
浄
土
真
宗
）、そ
れ
に
飯
盛
山
の
三
ヶ
所
で
あ
っ

た
。
現
在
も
こ
の
三
ヶ
所
が
、
東
軍
戦
死
者
の
慰
霊
拠
点
と
な
っ
て

い
る
が
、
大
正
二
年
九
月
に
、
旧
会
津
藩
士
に
よ
っ
て
発
足
し
た
会

津
弔
霊
義
会
に
よ
っ
て
、
現
在
ま
で
、
そ
の
慰
霊
活
動
は
続
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
両
寺
に
お
け
る
仏
式
と
、
飯
盛
山
で
の
神
式
に
よ

る
祭
祀
で
あ
る
。
と
く
に
飯
盛
山
で
の
祭
祀
は
、
会
津
藩
祖
保
科
正

之
以
来
の
、
神
葬
祭
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
会
津
若
松
で
は
、
西
軍
戦
死
者
を
祀
る
招
魂
社
（
一
般

的
に
は
後
の
護
国
神
社
で
靖
国
神
社
の
末
社
と
な
る
）
の
創
建
計
画
が
持

ち
上
が
っ
て
い
た
が
、
結
局
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
新

政
府
が
、
慰
霊
は
反
乱
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
危
惧
し
、
東
軍
の
慰

霊
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
西
軍
の
慰
霊
活
動
で
さ
え
憚
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
戦
の
激
し
さ
を
も
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
会
津

に
お
け
る
東
西
両
軍
の
慰
霊
活
動
は
、
相
互
に
牽
制
し
合
う
関
係
と

な
っ
て
い
た
。

　

他
方
、
戊
辰
の
内
戦
以
降
の
、
い
わ
ゆ
る
「
不
平
士
族
の
反
乱
」

に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
佐
賀
の
乱
（
明
治
七
年
二
月
勃
発
）

の
場
合
、
江
藤
新
平
ら
佐
賀
軍
（
反
政
府
軍
）
戦
死
者
二
一
六
名
は
、

太
平
洋
戦
争
後
の
江
藤
家
の
復
権
と
と
も
に
、
地
元
の
佐
賀
県
護
国

神
社
に
祀
ら
れ
た
も
の
の
、
靖
国
神
社
の
祭
神
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

護
国
神
社
と
の
祭
祀
と
は
別
に
、
大
正
九
年
九
月
に
招
魂
碑
（「
万

部
島
招
魂
碑
」）
が
建
立
さ
れ
、
佐
賀
軍
関
係
者
に
よ
っ
て
、
神
式
に

よ
る
独
自
の
慰
霊
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
護
国
神

社
の
祭
神
で
あ
る
こ
と
に
、
特
別
な
意
味
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い

（
（
（

。

　

ま
た
、
熊
本
で
の
神
風
連
の
乱
（
明
治
九
年
十
月
勃
発
）
の
場
合
、

神
風
連
（
反
政
府
軍
）
戦
死
者
一
二
三
名
は
、
地
元
の
熊
本
県
護
国

神
社
お
よ
び
靖
国
神
社
の
祭
神
と
な
り
、
例
外
的
に
、
国
家
祭
祀
の

枠
内
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
神
風
連
に
は
首
領
の
太
田

黒
伴
雄
を
初
め
と
し
て
神
官
関
係
者
が
多
く
、
こ
の
こ
と
が
、
明
治

百
年
を
期
し
て
と
は
い
え
、
靖
国
神
社
へ
の
合
祀
に
ま
で
至
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
靖
国
神
社
の
祭
神
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
結
局
、
政

治
的
な
力
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
（
（

。

　

さ
ら
に
丁て

い

丑ち
ゅ
う

戦
役
（
西
南
戦
役
、
明
治
十
年
一
月
勃
発
）
で
は
、
政

府
軍
と
西
郷
隆
盛
ら
の
反
乱
軍
（
薩
軍
）
は
、
と
も
に
約
七
〇
〇
〇

名
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
が
、
賊
軍
で
あ
る
薩
軍
戦
死
者
は
、
靖

国
神
社
の
祭
神
で
は
な
い
。
薩
軍
戦
死
者
は
現
在
、
鹿
児
島
市
内

の
南
洲
墓
地
（
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
は
西
郷
以
下
二
〇
二
三
名

で
あ
る
）
に
隣
接
す
る
、
南
洲
神
社
（「
南
洲
」
と
は
西
郷
の
号
で
あ
り

大
正
十
一
年
六
月
創
建
）
の
祭
神
と
な
り
、
神
式
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
て

い
る
。
同
社
は
い
わ
ば
「
薩
軍
の
靖
国
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

薩
摩
藩
で
は
幕
末
か
ら
廃
仏
に
着
手
し
、
明
治
二
年
六
月
に
、
藩
主

島
津
家
歴
代
の
霊
位
を
神
道
に
よ
っ
て
祀
る
旨
が
布
告
さ
れ
、
士
庶

の
先
祖
祭
祀
も
悉
く
神
道
に
よ
る
べ
き
こ
と
と
な
り
（
藩
内
の
寺
院

は
全
廃
さ
れ
）、
こ
れ
が
戦
死
者
祭
祀
の
下
地
と
な
っ
て
い
た

（
（
（

。
国
家

レ
ベ
ル
（
靖
国
神
社
）、
あ
る
い
は
県
レ
ベ
ル
（
護
国
神
社
）
か
ら
は

除
外
さ
れ
て
い
て
も
、
地
元
鹿
児
島
に
お
い
て
薩
軍
戦
死
者
は
、「
地

方
の
論
理
」
に
従
っ
て
、
神
社
祭
祀
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

鹿
児
島
で
は
現
在
で
も
、
西
郷
に
対
す
る
人
気
は
絶
大
で
、
薩
摩

出
身
の
政
府
関
係
者
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
南
洲
墓
地
は
「
賊
軍

の
墓
地
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
見
晴
ら
し
の
よ
い
高
台
に
造
営
さ

れ
、
徐
々
に
整
備
さ
れ
な
が
ら
、
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鶴
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丸
城
址
の
一
角
に
は
、
陸
軍
大
将
の
正
装
を
し
た
西
郷
の
立
派
な
銅

像
も
建
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
官
軍
戦
死
者
を
埋
葬
す
る
官

修
墓
地
（
祇
園
之
洲
公
園
）
に
は
、
一
基
の
慰
霊
塔
（「
西
南
の
役
官
軍

戦
没
者
慰
霊
塔
」）
と
、
僅
か
の
墓
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

官
軍
と
賊
軍
と
の
立
場
が
、
鹿
児
島
で
は
逆
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

賊
軍
で
は
あ
っ
て
も
、
明
治
新
政
府
の
立
役
者
と
し
て
の
西
郷
へ
の

評
価
が
、
結
局
は
政
治
的
な
強
い
力
を
働
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
点
、
同
じ
賊
軍
で
あ
り
な
が
ら
も
、
会
津
に
お
け
る
場
合
と
は
、

極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

三　

対
外
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
の
祭
祀

　

次
に
、
対
外
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
基

本
的
に
は
内
戦
に
お
け
る
政
府
軍
戦
死
者
の
祭
祀
を
下
地
に
、
あ
る

い
は
こ
れ
を
核
と
し
て
、
一
般
に
は
日
清
・
日
露
戦
役
以
来
、
靖
国

神
社
や
護
国
神
社
に
祀
ら
れ
、
国
家
に
よ
る
祭
祀
の
対
象
と
な
っ
た
。

こ
れ
と
と
も
に
ム
ラ
や
マ
チ
に
は
、「
ム
ラ
や
マ
チ
の
靖
国
」
と
い

わ
れ
る
、「
忠
魂
碑
」
や
「
忠
霊
塔
」
な
ど
の
慰
霊
施
設
が
建
設
さ

れ
、
戦
死
者
は
重
層
的
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
基
本

的
に
は
、
靖
国
神
社
（
国
家
レ
ベ
ル
）―

護
国
神
社
（
道
府
県
レ
ベ

ル
）―

忠
魂
碑
・
忠
霊
塔
（
市
町
村
レ
ベ
ル
）
と
い
う
、
戦
死
者
祭

祀
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
と
え
ば
札
幌
で
は
、
西
南
戦
役
で
戦
死
し
た
屯
田
兵
（
政
府
軍
）

戦
死
者
三
六
名
を
祀
る
、「
屯
田
兵
招
魂
之
碑
」
が
明
治
十
二
年
五

月
（
九
月
と
も
）
に
建
立
さ
れ
、
日
露
戦
役
後
の
明
治
四
十
一
年
二

月
に
は
「
忠
魂
碑
」
も
建
立
さ
れ
て
、
こ
れ
を
起
源
と
し
て
札
幌
招

魂
社
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
現
在
の
札
幌
護
国
神
社
（
旧
県
社
格
）
へ

と
発
展
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
招
魂
碑

→
忠
魂
碑

→
招
魂
社

→
護
国
神
社
と
い
う
発
展
過
程
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
屯
田
兵

戦
死
者
は
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
札
幌
護
国
神
社
は
靖
国
神
社
の

地
方
末
社
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
招
魂
碑
の
発
展
過
程
は
、

内
戦
か
ら
対
外
戦
争
に
至
る
、
地
域
社
会
の
戦
死
者
を
取
り
込
ん
で

い
く
過
程
で
も
あ
り
、「
地
方
の
靖
国
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
一
つ

の
典
型
で
あ
っ
た

（
（
（

。

　

あ
る
い
は
戊
辰
戦
役
に
お
い
て
出
兵
し
た
上
州
館
林
藩
（
政
府

軍
）
は
、
三
九
名
の
戦
死
者
を
出
し
、
こ
の
戦
死
者
が
明
治
二
年
九

月
、
同
藩
主
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
招
魂
祠
に
祀
ら
れ
て
（
や
が
て

靖
国
神
社
の
祭
神
と
も
な
る
）、
こ
の
館
林
招
魂
祠
が
、
招
魂
社
を
経

て
、
や
は
り
現
在
の
邑お

う

楽ら

護
国
神
社
（
現
群
馬
県
館
林
市
、
旧
村
社
格
）

に
発
展
し
て
い
る

（
（
（

。
こ
の
場
合
も
、
札
幌
で
の
事
例
と
同
様
に
、
内

戦
に
お
け
る
戦
死
者
を
核
と
し
て
、
対
外
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
が

徐
々
に
合
祀
さ
れ
て
い
き
、「
地
方
の
靖
国
」
が
誕
生
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

　

他
方
で
、戦
死
者
慰
霊
施
設
は
、「
弔
魂
碑
」「
招
魂
碑
」「
忠
魂
碑
」

「
忠
霊
塔
」「
英
霊
塔
」「
慰
霊
塔
」「
英
霊
殿
」「
御み

霊た
ま

神
社
」
な
ど
、
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筆
者
が
実
地
調
査
を
し
た
群
馬
県
内
に
お
い
て
も
、
多
様
な
形
態
が

存
在
し
て
い
る
。
そ
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
時
代
的
な
特
色
が
読
み

取
れ
る
が
、
と
く
に
既
述
の
招
魂
碑
は
、
忠
魂
碑
の
前
身
に
あ
た
る

慰
霊
施
設
で
あ
り
、
忠
魂
碑
の
建
設
が
一
般
化
す
る
の
は
、
日
露
戦

役
後
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
中
国
大
陸
に
て
、
忠
霊
塔
の

建
設
が
確
認
さ
れ
、
内
地
に
お
い
て
は
昭
和
期
に
入
り
、
忠
霊
塔
の

建
設
が
一
般
化
す
る
。
日
本
の
命
運
を
賭
け
、
未
曾
有
の
戦
死
者
を

出
し
た
日
露
戦
役
は
、
ム
ラ
や
マ
チ
に
お
い
て
戦
死
者
の
共
同
祭
祀

と
い
う
形
態
を
生
み
出
し
、
招
魂
社
制
度
も
整
え
ら
れ
て
い
く
。

　

と
り
わ
け
ム
ラ
や
マ
チ
に
忠
魂
碑
の
建
設
が
一
般
化
し
て
い
く
現

象
は
、
個
々
の
戦
死
者
（
忠
魂
）
を
、
そ
の
集
合
体
と
し
て
の
「
ム

ラ
や
マ
チ
の
靖
国
」
た
る
忠
魂
碑
か
ら
、
護
国
神
社
を
経
て
、
全
国

の
戦
死
者
を
集
め
た
「
巨
大
な
忠
魂
碑
」
た
る
靖
国
神
社
に
、
収
斂

さ
せ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
戦
死
者
を
祀
る
「
宗
教

施
設
」
で
あ
る
と
と
も
に
、戦
争
あ
る
い
は
戦
死
者
の
「
記
念
施
設
」

と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
忠
魂
碑
と
忠
霊
塔
は
、
単
に
そ
の
出
現
す
る
時
期
が
異

な
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
だ
け
で
は
な
い
、
両
者
の
根
本
的
な
相

違
が
あ
っ
た
。
忠
魂
碑
に
は
、
一
般
に
戦
死
者
の
遺
骨
は
な
く
、
そ

の
魂
の
み
が
祀
ら
れ
た
が
、
忠
霊
塔
は
、
戦
死
者
の
遺
骨
を
納
め
る

「
墓
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
と
く
に
陸
軍
主
導
に
よ
っ
て
、
そ
の
建
設

が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
建
設
母
体
は
、
支
那
事
変
二
周
年
記
念
日
の
、

昭
和
十
四
年
七
月
七
日
に
発
足
し
た
、
半
官
製
の
「
大
日
本
忠
霊
顕

彰
会
」
で
あ
っ
た
が
、
忠
霊
塔
が
、
遺
骨
を
納
め
る
墓
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
伝
統
的
に
は
、
神
式
で
は
な
く
仏
式
で
祀
る
こ
と
に
も
な
り
、

こ
れ
は
靖
国
神
社
を
中
心
と
す
る
「
霊
魂
」
と
「
身
体
」
を
二
分
し

た
、
国
家
祭
祀
の
体
系
に
反
す
る
こ
と
に
な
る

（
（
（

。

　

忠
魂
碑
は
そ
の
ま
ま
、
遺
骨
を
納
め
て
い
な
い
、
既
述
の
護
国
神

社
・
靖
国
神
社
の
祭
祀
体
系
に
繋
が
る
と
し
て
も
、
忠
霊
塔
は
、
本

質
的
に
は
、
こ
の
系
統
と
は
異
な
る
慰
霊
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
戦
死
者
を
カ
ミ
と
し
て
祀
る
の
か
、
そ

れ
と
も
ホ
ト
ケ
と
し
て
祀
る
の
か
と
い
う
、
祭
祀
上
の
大
き
な
問
題

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
忠
霊
塔
建
設
を
推
進
し
よ
う

と
す
る
「
陸
軍
省
・
仏
教
界
」
と
、
そ
の
建
設
に
懐
疑
的
な
「
内
務

省
・
神
社
界
」
と
の
対
立
と
な
っ
て
、
火
花
を
散
ら
す
こ
と
に
な
る

が
、
結
局
、
忠
霊
塔
の
祭
祀
形
態
を
め
ぐ
っ
て
は
参
拝
者
の
自
由
に

任
せ
る
な
ど
、
曖
昧
な
決
着
と
な
っ
て
い
る

（
（
（

。

　

こ
う
し
た
慰
霊
施
設
を
媒
介
と
し
た
戦
死
者
祭
祀
に
お
い
て
、
単

に
戦
死
者
の
霊
魂
を
「
慰
霊
」
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
戦
死

者
の
「
顕
彰
」
と
い
う
意
味
が
そ
れ
に
付
与
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、

何
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
た
。
顕
彰
と
は
、
そ
れ
を
誉
め
上
げ
な
け
れ

ば
す
ま
な
い
、
強
固
な
社
会
集
団
の
意
志
を
背
景
に
し
た
行
為
で
あ

る
。
近
代
国
家
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
顕
彰
を
支
え
る
集
団
の
核

は
一
族
や
郷
党
、
そ
し
て
と
り
わ
け
国
家
と
い
う
枠
組
み
に
向
か
っ
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て
収
斂
し
た

（
（（
（

。
戦
死
者
は
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
生
き
方
や
生

前
の
行
為
が
正
当
化
さ
れ
、
そ
し
て
戦
争
が
、
あ
る
い
は
ま
た
、
戦

う
こ
と
の
意
義
や
必
要
性
が
、
主
と
し
て
学
校
教
育
を
通
し
て
、
地

域
社
会
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
靖
国
神
社
や
護
国
神
社
は
、

つ
ま
り
「
慰
霊
顕
彰
施
設
」
で
あ
り
、
既
述
の
忠
霊
塔
建
設
に
お
い

て
も
、
戦
死
者
の
顕
彰
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
近
代
に
お

け
る
い
わ
ゆ
る
「
軍
神
」
の
誕
生
も
ま
た
、
こ
う
し
た
顕
彰
行
為
の

延
長
線
上
に
現
れ
た
、
対
外
戦
争
の
産
物
で
あ
っ
た
。

四　

む
す
び

　

満
州
事
変
後
の
昭
和
九
年
十
月
、
民
間
の
神
社
関
係
者
の
一
人
で

あ
る
葦
津
耕
次
郎
は
、
靖
国
神
社
に
お
い
て
、
仏
教
各
宗
派
の
参
加

す
る
仏
教
供
養
を
執
行
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
組
織
と
し

て
「
靖
国
会
」
を
組
織
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
葦
津
に
よ
れ

ば
、
神
仏
融
合
こ
そ
日
本
の
本
来
の
姿
で
あ
り
、
明
治
維
新
期
の
廃

仏
毀
釈
は
誤
っ
た
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
靖
国
神
社
に
お
け

る
神
職
の
祭
事
に
は
、「
英
霊
に
感
謝
し
そ
の
勲
功
を
賛
美
す
る
」

面
に
力
点
が
あ
り
、「
そ
の
魂
を
慰
め
安
堵
」
さ
せ
る
、「
仏
教
の
回
向
、

又
は
供
養
」
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
回
向
を
施
し
て
こ
そ
、「
死

ん
で
も
死
に
切
れ
な
い
」
思
い
の
、
戦
死
者
の
霊
も
浮
か
ば
れ
る
と

考
え
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。

　

こ
の
葦
津
の
提
案
は
、
神
社
界
か
ら
の
強
い
反
発
を
受
け
、
排
斥

さ
れ
る
が
、
ま
た
、
下
っ
て
敗
戦
後
の
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
に
、

政
府
に
よ
っ
て
、
現
在
の
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
の
建
設
が
決
定
さ

れ
た
と
き
、
日
本
遺
族
会
か
ら
、
靖
国
神
社
境
内
に
墓
苑
を
建
設
す

る
強
い
要
望
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
靖
国
神
社
は
宗
教
法
人

で
あ
り
、
一
方
、
墓
苑
は
国
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
れ

は
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う

（
（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
事
実
は
、
何
を
物
語
る
も
の
な
の
か
。
日
本
の
歴

史
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
近
世
ま
で
、
一
般
的
に
死
者
は
ホ
ト
ケ

と
し
て
祀
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
近
代
に
な
っ
て
、
と
く

に
戦
死
者
を
カ
ミ
と
し
て
祀
ろ
う
と
し
た
点
に
、
そ
も
そ
も
無
理
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
遺
族
の
意
識
と
の
大
き
な
落
差
が
生

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
遺
骨
を
納
め
た
忠
霊
塔
に
お
参
り
す
る
と
、

ほ
っ
と
す
る
」
と
、
多
く
の
遺
族
が
語
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
は

（
（（
（

、

国
民
一
般
の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
遺

族
は
本
音
と
し
て
、
遺
骨
に
拘
り
、
あ
る
い
は
戦
死
者
を
ホ
ト
ケ
と

し
て
祀
る
こ
と
に
、
あ
く
ま
で
も
拘
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
あ
た
り
に
、
国
家
祭
祀
、
靖
国
神
社
祭
祀
の
限
界
が
見
え
て
く
る

よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
問
題
は
現
在
で
も
燻
り
続
け
て
い
る
が
、
さ

ら
に
「
イ
エ
の
祭
祀
」
に
ま
で
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
今
後
、
戦

死
者
祭
祀
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
益
々
深
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
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注（
1
）　

新
谷
尚
紀
は
、平
田
篤
胤
の
説
い
た
「
御み

国く
に

の
御み

民た
み

」
の
思
想
（
天

皇
は
神
の
子
孫
で
、
一
般
の
人
々
も
ま
た
神
の
子
孫
で
あ
る
）
を

む
し
ろ
重
視
し
、
こ
れ
が
戦
死
者
を
神
式
で
祀
る
重
要
な
要
素
に

な
っ
た
と
指
摘
す
る
（
新
谷
「
慰
霊
と
軍
神　

再
考
」『
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
三
三
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
八
頁
）。

（
2
）　

拙
著
『
近
代
日
本
と
戦
死
者
祭
祀
』
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
五
年
、

三
九
～
四
〇
頁
、
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
。
拙
稿
「
近
代
日
本
に
お

け
る
戦
死
者
祭
祀―

彰
義
隊
士
の
埋
葬
を
め
ぐ
っ
て
」（『
近
代

仏
教
』
第
一
二
号
、
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
）、

六
二
～
六
三
頁
。

（
3
）　

拙
著
、
一
八
〇
頁
。

（
4
）　

拙
著
、
一
三
五
頁
。

（
5
）　

拙
著
、
四
〇
〇
～
四
〇
一
頁
。

（
6
）　

た
だ
し
三
六
名
の
戦
死
者
の
う
ち
、
靖
国
神
社
の
祭
神
と
な
っ
た

の
は
八
名
の
み
で
あ
り
（
そ
の
合
祀
基
準
は
不
詳
で
あ
る
）、
実

際
に
護
国
神
社
の
祭
神
と
靖
国
神
社
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
齟
齬

が
生
じ
て
い
る
（
拙
著
、
二
〇
九
頁
）。
つ
ま
り
護
国
神
社
の
祭

神
で
あ
っ
て
も
、
靖
国
神
社
の
祭
神
で
は
な
い
場
合
が
あ
り
（
反

政
府
軍
戦
死
者
の
場
合
は
そ
う
で
あ
っ
た
が
）、
こ
れ
は
「
地
方

の
論
理
」
と
「
中
央
の
論
理
」
と
い
う
べ
き
も
の
と
の
差
異
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
戦
死
者
と
戦
病
死
者
等
の
扱
い
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
大
江
志
乃
夫
に
よ
れ
ば
、
日
清
戦
役
直
後
ま
で
、

日
本
の
国
家
は
、
戦
病
死
者
を
国
の
た
め
に
殉
じ
た
名
誉
あ
る
死

者
と
し
て
認
め
て
い
な
か
っ
た
（
靖
国
神
社
の
祭
神
と
は
な
ら
な

か
っ
た
）、
と
い
う
（
大
江
『
靖
国
神
社
』
岩
波
新
書
、
一
九
八

四
年
、
一
二
五
頁
）。
ま
た
原
田
敬
一
は
、
軍
夫
と
い
わ
れ
る
人
々

は
、戦
死
者
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
（
原
田
『
国

民
軍
の
神
話―

兵
士
に
な
る
と
い
う
こ
と
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
一
年
、
一
八
三
～
二
〇
一
頁
）。

（
7
）　

拙
著
、
三
四
一
～
三
四
二
頁
。

（
8
）　

大
原
康
男
『
忠
魂
碑
の
研
究
』
暁
書
房
、
一
九
八
四
年
、
一
一
六

頁
。
新
谷
尚
紀
は
、
霊
肉
分
離
祭
祀
の
重
要
な
事
例
と
し
て
、
明

治
天
皇
の
祭
祀
（
そ
の
遺
体
は
京
都
伏
見
の
桃
山
陵
に
埋
葬
さ
れ
、

そ
の
魂
は
明
治
神
宮
に
祀
ら
れ
る
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

戦
死
者
祭
祀
の
場
合
に
あ
て
は
め
、
そ
の
身
体
的
要
素
を
伴
わ
な

い
と
い
う
こ
と
が
、重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
波
平
恵
美
子
『
日

本
人
の
死
の
か
た
ち―

伝
承
儀
礼
か
ら
靖
国
ま
で
』
朝
日
選
書
、

二
〇
〇
四
年
、
一
八
八
～
一
八
九
頁
）。

（
9
）　

大
原
、
前
掲
書
、
一
三
三
頁
。
な
お
、
忠
霊
塔
建
設
に
関
連
し
て
、

陸
軍
墓
地
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
面

の
都
合
上
、
こ
こ
で
の
言
及
は
避
け
る
。
陸
軍
墓
地
に
関
し
て
は
、

以
下
の
文
献
が
参
考
に
な
る
。
原
田
、
前
掲
書
。
新
井
勝
紘
・
一

ノ
瀬
俊
也
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告―

慰
霊
と
墓
』

第
一
〇
二
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
。
横
山
篤

夫
他
編
著
『
陸
軍
墓
地
が
か
た
る
日
本
の
戦
争
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
六
年
。

（
10
）　

池
上
良
正
『
死
者
の
救
済
史―

供
養
と
憑
衣
の
宗
教
学
』
角
川

選
書
、
二
〇
〇
三
年
、
一
一
八
頁
。

（
11
）　

赤
澤
史
朗
『
近
代
日
本
の
思
想
動
員
と
宗
教
統
制
』
校
倉
書
房
、

一
九
八
五
年
、
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
。

（
12
）　

波
平
、
前
掲
書
、
一
八
八
頁
。
戦
前
に
お
い
て
も
、
靖
国
神
社
に

参
拝
す
る
遺
族
の
多
く
が
、
社
前
で
念
仏
や
題
目
を
唱
え
て
い
っ
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た
と
い
う
（
大
原
、
前
掲
書
、
一
三
八
頁
）。

（
13
）　

佐
野
賢
治
氏
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
埼
玉
県
立
川
本
高
等
学
校
教
諭
）




